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スリランカにおける食に関する教育（第２報）
－小学校３．４．５年生の「環境関連活動」－
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ReferencetoDietary ation
ThepurposeofthisresearchistoidentifythepresentsituationofDietaryEducationinSriLankanelementary
schoolsSameasthepreviousresearch（Kuwahata,Furuta,andSethunga,2007),tableofcontentsofthe
curriculumｏｆ“EnvironmentalRelatedActivities，，andchaptersdealingwithDietaryEducationfOrgrade３，４
＆Sofelementaryschools，whichwerewritteninSinhalese，wereanalyzedItwasidentifiedthatDietary
Educationconductedin“EnvironmentalRelatedActivities，'wasconsistedofunitswhichwereadaptedtolevels
ofdailylifeofstudents・AlsoitwasplannedtomakestudentsparticipateintheclassactivelybyperfOrming
whattheylearnedthroughsongs,dramasanddrawingpictures、
Ｓａｍｅａｓｔｈｅｃｏｎｔｅｎｔｓｉｎｇｒａｄｅｌ＆２，DietaryEducationwasconsistedwiththosedealingwithNutrition，
CookingandFoodHygieneltwasintendedfOrstudentstolearnfromnearbyphenomenoninthedailylifeupto
variouseventsinthelocalcommunity・Regardingtheteachingmethodology,ｉｎｔｈｅｇｒａｄｅ３,４＆５，notonlythe
theoreticalpartbutalsothepracticalonewereshown，ｓａｍｅａｓｔｈｅｓｔａｇｅｌＨｏｗｅｖｅｒｈｏｗｆａｒｔｈｅｐｒａctical
learningisconductedinDietaryEducationin“EnvironmentalRelatedActivities”isstillunknownwhenrather
poorfacilitiesfOrDietaryEducationandthedominanceofrotelearninginschoolsareconsideredThiswillbe
thefUturetask
Finally,thereｗａｓmuchrepetitioninthecontentsofDietaryEducationthroughgradelto５，suchasrepeated
usageofthesamecontentsinseveralgrades、Ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ,ｉｔｓｅｅｍｅｄｔｈａｔｔｈｅｒｅｗａｓｓｏｍｅｍｉｓｍａｔchofthe
gradeandthedegreeofdifficultyinthecontent・ＴｈｉｓｗｉｌｌｂｅｔｈｅｔａｓｋｆＯｒｔｈｅｆｉｌｔｕｒｅeducationrefOrminSri
Lanka．
Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：DietaryEducationHomeEconomics，“EnvironmentalRelatedActivities"，Curriculum,Ｓｒｉ
Ｌａｎｋａ
教育では存在していないこと，初等教育では家庭科に
かかわる内容が「環境関連活動」において取り扱われ
ていること，「環境関連活動」に教科書はなく教師用
ガイドブックにもとづいて教育がなされていることが
判明した．そこで，筆者らは「環境関連活動」の教師
用ガイドブック（シンハラ語）’-5)を入手しその日
本語訳から「環境関連活動」における食に関する教育
(以下，食教育）の分析・検討を試みた．前報6)では，
キーステージ１（１，２年生）注2)について分析し，教授
内容として栄養，食品，調理，食品衛生などが含まれ，
１．はじめに
筆者らは，スリランカにおいてインクルーシブ教育
を組みこんだ初等中等教育教員養成モデルを構築する
研究に取り組み，現地の教員養成枝及び教員研修セン
ターでフォーラムや意見交換を行っている注')．その
研究の一環として,2006,及び2007年にスリランカの
家庭科教育に関する現地調査を行った．その結果，家
庭科は教科として中等教育では存在しているが初等
＊ペラデニヤ大学人文学部
(１）
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理論だけでなく実物にあたって体験的，具体的に学ぶ
授業展開が推奨されていることを報告した本報告で
はキーステージ２（３，４年生)，及び３（5年生）に
ついて分析・検討する．なお，日本語訳は，前報と同
様にスリランカ滞在３年及び９年の元青年海外協力
隊員２人と，著者の１人であるセートゥンガによる訳
を照らし合わせて確定した．
表ｌスリランカの小学校における週あたりの時数
2．「環境関連活動」
(1)教育課程における位置づけ
表ｌに，キーステージ１～３の教育課程を週あたり
の時数で示した．
表１には，教科のほかに「朝の会」「休み時間」及
び「部活動」も示きれていることから，生徒が学校で
過ごすすべての時間が示されていると推測できる．
キーステージ２では英語，第２言語（タミル語また
はシンハラ語）が加わり，算数と宗教と「休み時間」
の時数が増え，週あたりの総時数が27時間３０分と
なっている．キーステージ３ではさらに選択科目が加
わり，「環境関連活動」と英語の時数が増え，週あた
りの総時数が３０時間となっている．
表２に日本の教育課程を示した．なお，日本の学習
指導要領では，小学校の場合，１単位時間４５分の授
業のコマ数で提示されているが，表１との比較のため，
表Zでは週あたりの時数に直して示してある．
スリランカでは，前報で述べたように生徒たちは
l単位時間が30分で休憩時間が全くない時間割にもと
注１）単位は（時)：（分)．
注２）＊：１日１５分ずつ，＊＊：週に１日のみ
づいて学校生活を送る．表Ｚには，表ｌに示されてい
る「朝の会」や「休み時間」や「部活動」などが示さ
れていないそのため，表１と表Ｚは直裁に比較しが
たい．しかし，スリランカでは全キーステージを通じ
て生徒らが学校にいる時間が長いこと，科目として日
本にはない宗教注3)，英語，第２言語があり，日本の生
活，理科，社会，音楽，図画工作，家庭などがないこ
と，国語はキーステージ１で日本の１．２年生より少な
く，キーステージ３で日本の５．６年生より多く，算数
は全学年を通じて日本より多いことが明らかである
前報で述べたように「環境関連活動」は，日本の
生活，社会，理科，音楽，図画工作，家庭の合科的な
活動であったそれらの科目の合計時数を，表３に示
表２日本の小学校における週あたりの時数
００
■■■国■■田■■玩囲、囚
■田Ｆ面■…■面■＝■、
■■l■■■■活田、田■覇■■"■
・００、00
注1）学校教育法施行規則第２章第２節の別表第17)から,ｌ単位時間を45分
年間を1年生は34週,２～6年生は35週,で算出した．
注2）単位は,表1と同様に(時):(分)．
科目名など
キーステージ
１ ２ ３
国語 ５：００ ５：００ ５：００
算数 ３ 3０ ５ ００ ５ 0０
｢環境関連活動」 ６ 0０ ６ 0０ ７ 3０
英語 ３ 0０ ３ 3０
第２言語 １ 0０ １：００
宗教 l：1５ ２ 0０ ２：００
｢朝の会」 １：1５ ＊ １ 1５ ｌ：１５
｢休み時間」 ｌ：1５＊ ２：３０ ２：３０
体育 １：１５ ＊ ｌ：1５ １：１５
課外活動 ０：３０＊＊ Ｏ：３０＊＊ ０：３０＊＊
選択科目 ０：３０＊＊
計 ２０：００ ２７：３０ ３０：００
区分 学年
１ ２ ３ ４ ５ ６
教
科
国語
算数
社会
理科
生活
音楽
図画工作
家庭
体育
６:００
２:３１
２:１５
l:３０
l:3０
l:５９
６:００
３:１９
２:１５
l:３０
l:3０
l:５９
5:０２
3:１３
1:３０
l:３１
l：１７
l：１７
l:５９
５:０２
３:１３
l:４９
l:５６
l：１７
l：1７
1:５９
３:５１
３:1３
1:５６
２:０２
l:０４
1:０４
1：１７
1:５９
３:４５
３:１３
2:0９
2:０３
l:0４
l:０４
1：1１
l:５９
道徳 O:４５ ０:４５ O:４５ Ｏ:４５ Ｏ:４５ Ｏ:４５
特別活動 0:４５ ０:４５ 0:４５ 0:４５ ０:４５ ０:４５
総合的な学習の時間 ０ ０ 2:１５ 2:１５ ２:２１ ２:２１
計 １７:１５ １８:０ １９:３０ ２０:１５ ２０:１５ ２０:1５
３スリランカにおける食に関する教育
した．表３と表ｌより，スリランカの「環境関連活動」
は，ステージによって若干差異はあるが，日本の生活，
社会，理科，音楽，図画工作，家庭の合計時数とほぼ
同じ程度の時数があてられているといえよう．
されている．熱帯性気候のスリランカでは植物が繁茂
し食用可能な葉菜類が多い．木には蔓状のものもあ
れば，生徒たちの背の高さほどの小さな木もあれば，
大きな樹木もある．それらの葉菜や木々について学ぶ
のであろう．
２課の「私たちの周りの動物」では，庭にやってく
る動物や害虫について学ぶと記されている．
３課の「私たちが使うもの」では，いすやテーブル，
鉛筆など教室で使っているもの，自分の服や，mや
コップ，ヘヤーブラシなど毎日の生活で使っているも
のの片づけ，整理整頓，洗濯や掃除などについて学ぶ
と記されている．日本では，小学校「家庭」の内容に
｢住まい方に関心をもって，身の回りを快適にととの
えることができるようにする」とあり，「ア整理・
整とんや清掃を工夫すること」「イ身の回りを快適
にととのえるための手立てや工夫を調べ，気持ちよい
住まい方を考えること」と示されている．また，日
常着の手入れとして洗濯について簡単に学ぶことも示
されている．３課では，日本の小学校「家庭」におけ
る住居や被服にかかわる，このような学習が行われて
いると推測できる．
５課の「私たちスリランカ人」では，スリランカの
国歌や国旗などについて学ぶと記されている．
６課の「安全と安心」では，学校や家庭，あるいは
道路を歩いているときに遭遇する可能性がある危険，
それへの予防策について学ぶと記きれている．
７課の「水」では，井戸から汲む，あるいは水道の
蛇口から取水するなどの水の入手法，水浴び，あるい
は食べものを洗うなどの水の用途，水に沈むものや浮
かぶもののように種々の物質と水との関係等々を学ぶ
表３「環境関連活動」に相当する科目の合計時数
■■■
、田■瓢、■■■■■、
注1）表2の生活,社会,理科,音楽,図画工作,家庭
の合計．
注2）単位は表1と同様に，（時):(分)．
(2)「環境関連活動」の教師用ガイドブックにおけ
る目次
表４に１年生から５年生までのシンハラ語の目次を，
表５にその訳注4）を示した．
表５より，キーステージ１は他のキーステージと異
なること，キーステージ２と３は類似していることが
明らかである．食教育は，キーステージｌでは７課で
｢私たちの食べもの.飲みもの」注5）として，キース
テージ２と３では４課で「私たちの食べもの」として
行われ，キーステージ２と３では「飲みもの」の語句
が使われていない．
キーステージｌと同様に，各課とも，その学年で到
達すべき目標が１つ，その目標を達成するための下位
目標が数個それらの目標を達成するための教授方法
が示されている．キーステージ２と３の４課について
は後述するので，ここでは４課以外の課について，
キーステージ２の３年生の場合で簡単に説明する．
１課の「植物」では葉菜注6)や木について学ぶと記
表４目次（シンハラ語）
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太字は食教育
と記されている．水に着目した理科的な学習は行われ
ているが，水の衛生に関する学習は行われていないよ
うである．
８課の「交通」では，ステージ１の１２課「安全なお
出かけ」を発展させた内容を学ぶと推測できる．
９課の「家の庭」では，庭にできる農作物について
学ぶと記されている．
１０課の「暮らしを楽にするもの」では，仕事を効
率的にするために使われる道具や動物について学ぶと
記されている．
１５課の「発展」では，新しい机や椅子が整備され
たとか，建物が作られたなど学校が改善されつつある
ことや，学校生活における学習をさらに発展させるた
めの活動，例えば課外活動について学ぶと記されてい
る．
１６課の「人々のふるまい」は，キーステージ３のみ
に課せられている．現時点では，具体的な内容を把握
できていない
以上のことから，キーステージ２と３の「環境関連
活動」には，キーステージｌと同様に，家庭科的な内
容として衣食住にかかわりのある事項が含まれている
可能性が示唆されたといえよう．
教授方法を示す．
３年生では，目標として，①食事注7)についての習
慣と作法に関する知識，習慣と作法を身につける，②
栄養のバランスのとれた食事について知る，③食べも
の注8)をおいしく調理するための様々な方法を考える，
④傷んだ食物iii9)の特徴を知る，の４つ注,｡)が示され
ている．
「４１」では食事に関する習慣や作法について学ばせ
ようとしている．
スリランカは手食の国であるスリランカでは飯に
したとき手にべとつかないインデイカ種の米が，湯取
り法8)で炊かれている注]2)．インデイカ種の米を湯取
り法で炊いた飯は，箸やフォークで食べるよりも手の
方が食ぺやすい．
手食では「料理を口だけでなく，手でも味合う」，)，
注'3）と言われ，種々の約束事がある．食べものに接す
るのは右手だけで，決して左手は使われない左手は
｢不浄」と考えられているからである．
手食の作法として，食べる前に，ポールの水で右手
の指を洗う.テーブルの中央におかれた飯のmから，
まず自分用のⅢに主食の飯をよそう．飯のまわりに，
様々なカレー注'4）を食べる量だけスプーンで皿に取り
分ける.mの上で飯と様々なカレーを右手で混ぜて，
口まで運んで食べる'0).混ぜた飯とカレーを指の先で
つまみあげ，口に近づけながら親指を後ろのほうに
持ってきて，親指の爪で押し込むように入れる．手を
口の中まで入れたり，なめることは禁じられている
食べ終わったとき，汚れているのは指の先だけで，掌
の部分は汚れていないように食べなければならない
また，魚や鶏肉の骨，レモングラスやトウガラシなど，
(3)食にかかわる学習
先述したように食教育は，キーステージ２と３で
は４課で行われている．ここでは，各学年における４
課の目標，下位目標，教授方法の訳を紹介し若干の
考察を行う．
ｌ）３年生
表６に，キーステージ２の３年生の目標，下位目標，
キーステージ１ キーステージ２ キーステージ３
課 1年 2年 3年 4年 5年
１ 私たちと学校 私たちと学校 植物 植物 植物
２ 私たちの家 私たちの家 私たちのまわりの動物 私たちのまわりの動物 ﾗiiﾑたちのまわりの動物
３ 庭に来る動物 私たちのまわりにいる動物 私たちが使うもの 私たちが使うもの 私たちと市場
４ 水と遊び 水と遊び 私たちの食べもの 私たちの食べもの 私たちの食べもの
５ お正月 お正月 私たちスリランカ人 私たちスリランカ人 私たちスリランカ人
６ 私たちに見える空 私たちに見える空 安全と用心 安全と用心 安全と用心
７ 私たちの食べもの.飲みもの 私たちの食べもの.飲みもの 水 水 水
８ 情報を得る方法 情報を得る方法 交通 交通 交通
９ 周囲の変化 周囲の変化 家の庭 家の庭 家の庭
10 好き-嫌い 好き-嫌い 暮らしを楽にするもの 暮らしを楽にするもの 暮らしを楽にするもの
11 私たちに必要なものを入手する方法 私たちに必要なものを入手する方法 風 風 風
1２ 安全なお出かけ 安全なお出かけ 大地と空 大'11と空 大地と空
1３ 明かりと遊び 明かりと遊び 私たちの町 私たちの町 私たちの町
1４ 人々力Viiiいているところ 人々が働いているところ 人と情報 人と情報 人と情報
1５ 周囲のいろいろなもの 周囲のいろいろなもの 発展 発展 発展
1６ ﾗｉｉﾑたちの助けを必要とする人 私たちの助けを必要とする人 人々のふるまい
５スリランカにおける食に関する教育
表６３年生の目標，下位目標，教授方法
4」目標
食事についての習慣と作法に関する知識を得，それらを身につける．
下位目標
＊食前に行う習慣と作法を守る
＊食事中の習慣と作法を守る．
＊食後に行う習慣と作法を守る
教授方法
一食事をとるときに下記の習慣や作法を守るように伝える．
＊食前
＊手をよく洗う．
＊清潔な水で手を洗う．
＊食事中
＊口のまわりに食べものをつけない
＊おmのまわりに食べものを散らさない
＊静かに座って食べる．
＊食後
＊手をよく洗う．
＊食器をきれいに洗う．
＊手をよくふく
食事を誤った作法でとる生徒がいる場合，その都度必要な手本を示す．
－食事に関して私たちがもっている良い習慣について両親から聞いて調べさせる．それを教室で話し合う．
例）食べられる量だけ，mに盛る．
食べられないもの（例えば，骨など)注Ⅱ）はⅢの端に集めておく．
4２目標
栄養のバランスのとれた食事（朝食，昼食，夕食のこと）について知る．
下位目標
＊食事の種類（朝食，昼食，夕食のこと）を知る．
＊それぞれの食事の主食を知る．
＊主な主食と，一緒に混ぜて食べるもの（例えばカレーなどのこと）をリストアップする．
＊それぞれの食物に含まれる栄養は異なることを知る．
＊食物と関係のある歌や劇を作る．
＊食物の種類を構造的に示した図を作る．
教授方法
一親の協力を得て，生徒たちに調理した食べものを与える．その中に何がはいっているか，食品群の分類とと
もに教える．
＊主食：米，パンの木の実，ジャックフルーツ，イモ類，青豆など
＊豆，肉魚，干し魚，卵など
＊葉菜，野菜．
＊デザート：パイナップル，パパイヤ，バナナ，マンゴーなど．
－食前の習慣と作法を思い出させる．
－日々の食事の大切ざを話す．食べものに含まれる植物性の食物と動物性の食物についてたずねる
－主食について話す．
－食べものの栄養について，問答やナレーションを使った劇を行う．このとき人形を使うと効果的である．
－決まった時間に食事をとることと，特に朝食の重要性を話す．
－デヒ（ライムのこと)，ネツリ（果物の一種)，タマリンド（スパイスの一種）など，ビタミンが豊富な材料
を使って飲み物を作り試飲する．それと同時に，新鮮な材料･を使うと，栄養が豊富に得られることを教える．
－給食やおやつのパーティ用に様々な食べものを並べたテーブルを考える宿題を各グループに出す．
一栄養のバランスのとれた食事を，決まった時間にとることが重要であることを教えるそれと同時に食器
や人をもてなすときのテーブルや食器のセット方法などについても考えさせる．料理の盛り付け方や飾りの
ための様々な道具を紹介する．
６ 桑畑美沙子・古田弘子・プラサードセートゥンガ
4３目標
食べものをおいしく調理するための様々な方法を考える
下位目標
＊調理するときに用いる調味料を知る．
＊使う調味料篝の分量を変えると，味が変わることを知る
教授方法
一料理をおいしく作るために，使用する調味料について考える．生徒をグループにわけて，リストアップさせ
る．
－料理に入れる調味料の量を増減きせたときの，味の違いを体験させる．
＊食べものに入れる塩の量を変化させて食べてみる．
＊ヨウ素が添加された塩の大切さを知らせる．
－紅茶に入れる砂糖の量を増減させて，感じる味の違いについて話し合う．
4４目標
傷んだ食物の特徴を知る
下位目標
＊食物が傷んでいるかどうかを判別する方法を知る．
＊傷んだ食物によって病気になることを知る．
教授方法
一傷んだ食物を生徒たちに見せる．
例）カビの生えたパン．
傷んだココナッツの実．
虫喰いによって腐った果物．
－傷んだ食物を生徒たちに観察きせ，食物が傷むときの様々な現象を見せる．
例）悪臭がする
ねばりがでる．
色が変わる．
虫がつくなど．
－傷んだ食物に関する生徒たちの経験を話し合う．
－傷んだ食物の特徴を，グループに分けて，紙に書いて提示させる．
－提示されなかった食物について話し合い，傷んだ食物が身体によくないことを説明する．
例
－腐った食物を食べて病気になった生徒とお医者さんとのやりとりを，役を決めて演じる
-傷んだ食物を食べることで身体におきる症状と病気について話し合う．
と昼食と夕食があり，それぞれ主食や副食としてどん
なものを食べるか確認きせるようである．
スリランカにおける主食の中心は，米の粒食，飯
12.13)であるが，「アツパー」注15)や「インデイーアツ
パー」注16)，「ロテイ」注17)，パンなど，粉食の食べも
のも用いられる．それらの主食に，様々なカレー注'8）
を混ぜて食べている．
スリランカの朝食は簡単で，主食としては飯の場合
が多い．「アッパー」や「インディーアッパー」が食
されることもある．都市ではパンもしばしば食される
副食としては前夜のカレーが残っていればカレーに火
食べられないものは取り出して，mの横におくｕ)．
生徒たちは家庭においてこれらの手食の習慣と作法
をすでに習得していると思われるが，ここで再度確認
する学習が行われるのであろう．
前報で示したように，スリランカでは「おやつ」の
時間が１１時から３０分間設けられ，生徒たちは自宅か
ら持参した軽食をとるこの「おやつ」の時間にも，
｢４１」の内容に関して教師は注意を喚起しているかも
しれない
「４２」では，栄養のバランスのとれた食事とはどの
ようなものかを学ばせようとしている．食事には朝食
食物 特徴
パン
ココナッツ
ココナッツライス
カビが生える．
赤くなって，粘り気が出る．
ねばりがでる．
スリランカにおける食に関する教育
Ｉ
ているように思われる．
教授方法に「親の協力を得て，生徒たちに調理し
た食べものを与え，そこに何が入っているか食品群
の分類とともに教える」と記されている「親の協力
を得て」が親たちに学校の家庭科室で作ってもらう
ことを意味しているのか親が家庭で作ったものを持
参させることを意味しているのか表４からは判然と
しないまた「デヒ（ライム)，ネッリ（果物の一
種)，タマリンド（スパイスの一種）など，ビタミン
が豊富な材料を使って飲み物を作り」と記されている
前報でも述べたが，統一テスト中心の知識注入型で授
業が展開されているスリランカの現実に照らし合わせ
ると，生徒たちが実際に現物にふれたり，あるいは調
理を体験する授業がどれくらい行われているのか疑問
である実際の授業を観察して，あるいは教師への聞
き取り調査などによって明らかにする必要があろう．
しかし，現物にふれて学ばせたいという意図がスリラ
ンカの教育行政担当者らにあることは読み取れる注2'1
前報で述べたように「環境関連活動」では，学ん
だことを絵にかいたり，歌ったり，劇にしたりという
学習活動がしばしばとられているここでも劇，それ
も人形を使った劇が推奨されている
「４３」では調味料，特に砂糖と塩について学ばせよ
うとしている香辛料については記されていない砂
糖と塩を増やしたり，減らしたり，入れなかったりし
てそれぞれの味の違いを体験させることで，適切な量
を学ばせると記されているこれに関しても，どれく
らい実際に行われているか，筆者は疑問を抱いている
また，ここではヨウ素を添加した塩について特記さ
れている海藻や魚介類を摂取する習慣のある日本で
はヨウ素不足はほとんどみられない'９１ヨウ素は不足
すると甲状腺腫や子どもの成長阻害がおこるので，ヨ
ウ素が不足する地域では食塩に添加してヨウ素不足を
予防する政策がとられている201海藻を食する晋|賞が
なく柱22)，魚介類の摂取量が少ないスリランカでは，
ヨウ素不足が国民的課題であることから，ヨウ素が添
加された塩の重要性について学ぶのであろう．
前報で述べたように，スリランカでは様々な食材が
カレーにして食されている食材によって用いられる
スパイスは異なるスパイスには，料理に色や香りや
味を付加するだけでなく，身体を活性化したり，食物
の腐敗を防ぐ効能がある熱帯のスリランカでカレー
が食されるのには，スパイスのそれらの効能が期待さ
れてのことと思われるしかしスパイスの効能につ
いてはここでとりあげられていない効能や効能を利
用してきた先人の知恵に関しては，より上の学年で学
ぶことになっているのか食に見出される先人の知恵
に関心が寄せられていないのか定かではない
熟
写真lおやつを食べる
中央111キャンディ県，川|政府立Senanayaka校の４年生
（2006年９月筆者撮影）
写真２－股家庭の朝食風景（「ミルクライス」と
｢サンボル｣）
於：中央州キャンディ県（2006年９月筆者撮影）
を入れてそれを食べるしカレーが残っていないあ
るいは足りないときには「サンポル」注19)が用意され
る．
昼食はメインの食事なので，朝食のように手を抜く
ことはないMJ5L飯を炊いて，２，３品程度のカレーが
作られる注201
夕方６時ごろにお茶を飲みおやつを食べるので，夕
食は遅く，夜８時過ぎに軽くすませる'6Ｌ主食は飯で
あることが多い１７)が，都市部では「アッパー」やパ
ン，「ロテイ」が食されることもある'８１
下位目標からこれらの主食と一緒に食べる料理をリ
ストアップさせ，教授方法からそれらに用いられる食
材を食品群に分類し，それぞれの食品群の栄養的な特
徴を学んでいると推測できる食品群としては，「４
，」に示されている①主食，②豆，肉魚，干し魚，
卵類，③葉菜，野菜，④デザートの，４つ程度と推測
できる栄養的な特徴としてどの程度扱うか示されて
いないので，定かではないしかし次表で示す４年
生の「４１」で扱われている「働き」から，ここでは
主食として食べられる食物と，カレーなど主食に添え
て食べられる食物では役割が異なることにふれる程度
でありそれぞれの食品に含まれる栄養素名までは
扱っていないと推測できるバランスのとれた食事や
それを決まった時間に食べることがここでは重視され
８桑畑美沙子・古田弘子・プラサードセートウンガ
「４４」では食物の腐敗について学ばせようとしてい
るここでは，傷んだ食べものを実際に観察したり，
傷んだ食べものを食した患者と医者のやりとりをロー
ルプレイングすることで，傷んだ食べものは健康を阻
害することを知り，それを判別できるようになること
がめざされている
熱帯のスリランカでは，食べもの，特に生鮮食品が
腐敗状態になるのは速い注231たとえば果物だと１日
で色が変わり，ねばりが生じ，食べられなくなるし
たがって，食べものの傷み具合を判別し食べられる
か食べられないかを見極めることは，日常的に必要な
知識であり技能であるそのような判断力を，ここで
習得させようとしているのであろう．
これらのことから，３年生では食事作法，栄養のバ
ランス，調味，食品衛生について学ぶことになってい
るといえよう．
写真５１夜で傷んで食べられなくなった
｢マンゴスティン」
（2007年７月筆者撮影）
２）４年生
表７に，キーステージＺの４年生の目標，下位目標，
教授方法を示す．
４年生では，目標として，①様々な食べものをとる
ことの重要性を知る②食物が不衛生になる過程と食
物を衛生的に保つ方法を知る，③衛生的でない飲食物
によっておこりうる病気とそれらを予防する方法につ
いて学ぶ，④食べものを調理する様々な方法を体,験す
る，の４つが示されている
「４１」では栄養を，体内における「エネルギー源に
なる」「身体の成長を促す」「健康を保つ」などの役
割として学ばせようとしている教授方法に生徒た
ちが日常的にとっている食物を，これらの役割別に分
類させ，３つのいずれも充たす食事をすることが推奨
されている．
日本の小学校「家庭」でも，食品は，体内での主な
働きにより，「主に体をつくるもとになる」「主にエネ
ルギーのもとになる」「主に体の調子を整えるもとに
なる」の３つに分けられるので「食品を組み合わせて
とる必要があること」を理解させることになっている
21L注25Ｌ栄養を３つの働きでとらえるこのやり方は，
学校給食で食事バランスを指導するために用いられて
いる「3色食品群」221の考え方を踏襲しているといえ
る「３色食品群」では，含まれる主な栄養素によっ
て，食品を赤，黄，緑の３群に分類し「血や肉を作
る」赤群の例として魚，肉，卵大豆製品牛乳，乳
製品，「力や体温となる」黄群の例として米飯，小麦
粉製品イモ，砂糖，油脂類，「体の調子を整える」
緑群の例として野菜，果物，海草が示されている
表５の「４１」の「エネルギー源になる」は「3色食
品群」の黄群に，「身体の成長を促す」は赤群に，「健
康を保つ」は緑群に相当すると考えられるこれらの
ことから，スリランカにおける栄養の学習は日本にお
ける栄養の学習と類似したやり方で進められていると
写真３露店の「マンゴスティン」
（2007年７月筆者撮影）
写真４新鮮な「マンゴスティン」
（2007年７月，筆者撮影）
９スリランカにおける食に関する教育
表７４年生の目標，下位目標，教授方法注２４）
41目標
様々な食物をとることの重要性を知る．
下位目標
＊食物を種類に分ける．
＊様々な食物に含まれる栄養について説明する．
＊適切な時間に食物をとることができるようになる．
＊栄養のある食物をとる必要性をポスターに描く
教授方法
一朝，昼，夜に生徒がとった食物のリストを紙に書かせる．それらを集めてまぜる．生徒に好きな紙を選ばせ，
読み上げさせる．それらの食物を，「エネルギー源になる｣，「身体の成長を促す｣，「健康を保つ」などの役
割を示した表にはめ込んでいく様々な食物の不足について話し合う．これを通して様々な食物をとること
の重要性を示す．
－食事を適切な時間にとる重要性を知らせる．
－様々な食物をとるために環境から（身近に）得られるものについて話し合う．
－生徒が挙げた食べものを以下の基準で分類する．
（a）家のまわりから得られる，庭から得られる．
（b）栽培することができる．
（c）お金で買うことができる．
-原材料を分ける．
－食べものになる食材を栽培する必要性と重要性を示す．
－話し合いから明らかになった重要な点は黒板に書き，ノートに書く時間を生徒に与える
－様々な食物をとることで，成長を促し，健康を保つために必要な栄養を得ることができることを示す．ポス
ターを作らせる．ポスターを作る過程で見本をいくつか見せる．そのポスターを作る際に考慮すべき点を示
す．
例：＊ポスターが訴えるメッセージ．
＊色使い
＊仕上げ．
－その後，上記の点に気をつけながら生徒にポスターを作らせる．そして，展示，評価を行う．
4２目標
食物が不衛生な状態になる過程と，食物を衛生的に保つ方法を知る
下位目標
＊食物が不衛生な状態になる過程を示す．
＊不衛生な状態になることを防ぐためにできることを説明する．
＊台所と調理道具を衛生的に保つ方法を知る．
＊台所と調理道具を衛生的にする方法を説明する．
＊自身の清潔を守る習慣を身につける．
＊食物を入れて保管しておくための道具を作る
教授方法
一食物が衛生的に保たれている，あるいは食物が不衛生に扱われている２種類の，台所と家の絵を描かせる．
例）Ｌ食物が何かで覆われて保護されている様子や，清潔が保たれている様子が描かれている絵．
２．食物が入った鍋のふたが開いたままになっている様子や，ハエがたかっている様子，犬が口をつけ
ている様子など食物が不衛生になることが目に見える様子が描かれている絵．
－上記の２つを観察きせる．それらに見られる違いについて話し合せる．
－自分の家でもこの絵のように食物が不潔になる状況がないか話し合せる．
－これらの情報をもとに，食物が不潔になる状況について書き，報告させる．
－生徒や先生が教室に持ってくるお菓子類をいくつかⅢに置きしばらく放置して何が起きるか注意深く観察
させる．（小さなグループを作って観察する機会を与える）
－観察で気付いたことについて話し合せる．
－食物の衛生に関するこれまでの経験について発表させる．
－その後，食物が不衛生になる状況を，以下に示す点からさらに明らかにする．
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☆動物によるもの．
☆環境が原因のもの（ほこりが多いなど)．
☆人の管理不足によるもの．
－食物を清潔に保つために自分たちができることについて関心を持たせる．
－食物を調理する場所や家の中，使用する食材や道具を清潔に保つためにできることを考え，発表させる．
－生徒を参加させて，台所で使用するいくつかの道具を清潔にする方法を，教室で実践する．
例）粘土製のもの．
アルミニウム製のもの．
プラスティック製のもの．
－食物を調理するときに身につける服や装飾品について，生徒の経験を発表させる．
“エプロン”を着用して調理する機会を与える．調理する際に“エプロン，,をつける効果について話し合う．
生徒に“エプロン”を準備させるこのとき，古いワンピースやズボンを利用することができる．
家庭科室がある場合，そこで生徒たちが食物を作るように用意をする．もしなければ，エプロンをつけた人
の絵を見せながら，話し合いをさせる．
－毎日家の台所と使用する道具を清潔に保つためにできることについて話し合う．自分の家の台所と道具を
清潔に保つために自分にできそうなことを書き出しレポートにする．生徒が書いたレポートを発表する機会
を与える．全ての生徒が発表した内容を，各自実践することを推奨し，毎日それを実践することの重要性を
話す．
－台所用の電気製品を安全に使用するように注意を促す．
－台所で使用するエプロンを縫うために，以下のような項目についてアドバイスを与える．
（ｉ）古いワンピースや上着を利用する．それから四角の布を切りとる．
（ii）腰のまわりの長さをはかり，紐を切る
（iii）腰の長さに切った紐を－部に縫い付ける．別のひもでも良い．もう一方の縁を縫う．
（iv）身体の上の部分の布を切りとる．縁縫いをする．上部を結ぶことができる長さのひもを合わせる．
（ｖ）最後に二つの布を縫い合わせる．
－台所で仕事をするとき便利なように，手拭用の布巾を生徒に縫わせる．
－台所または調理をする場所や道具を衛生的にしておくのと同じように自分（自身）も清潔でいることの重
要性を生徒と話し合う．同じく，教師自身が下記のことを確認する．
☆生徒が爪を短くして清潔にしているか確認する．
☆学校で生徒たちが飲食するときに石鹸をつけて手を洗っているか確認する．
☆生徒が飲み食いするときに使っている道具が衛生的かどうか確認する．
☆トイレを使用した後，石鹸を使って手を良く洗っているか確認する．
☆校内でこのような良い習慣を実行しているか確認する
－次のような場面を演じてみる．
☆台所や道具を衛生的にする方法．
☆人（自分）を清潔にするようすを見せる機会．
歯磨き，洗顔，爪の手入れ，水浴び（入浴１
－ハエやゴキブリなどの虫から食べものを守るために適した道具を作るこれに関して地域の特産物を使用す
る．
（ゴトゥコラ，ヤシの葉，パンの木，タルコラ，インデイコラなど）を使用してカバーを作る．
例）mの作り方
プラスティックのmを用いる
それをさかさまに置く．
紙を裂いて水に浸ける
のりを少し用意する
ぬらした紙の破片をⅢに貼る．
のりのついていないぬれた紙を貼る．
さらに貼り付けた濡れた紙にのりを付ける．
もう一度ぬれた紙を上から重ねて貼る．
このように何層にも重ねて貼る．
貼りながらしわなどは手で直していく．
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最後に貼るときは，あまり紙を小さくしないで貼る．色紙ならさらによい．
乾くまでしばらく置いて外す（１日くらい)．
自分の好きな色や植物の絵などが印刷されたデザインをはりつけ，きれいな仕上がりにする．
4３目標
衛生的でない飲食物によっておこりうる病気と，それらを予防する方法について学ぶ．
下位目標
＊衛生的でない飲食物を食べたためにおこりうる結果について説明する．
＊そのような状態を避けるためにできることを説明する．
＊衛生的でない飲食物をとることでおこりうる病気の症状と，それを防ぐためにできることをメッセージや
実演で示す．
＊おこりうる病気と予防の方法を表にする．
＊病気を防ぐための標語を作って展示する．
教授方法
一劇によって，衛生的でない食べものによっておこりうる病気の様子を表現させる．その劇に協力しながら，
衛生的でない飲食物をとることでおこりうる病気に関して話し合う．その病気を予防する方法に関するアド
バイスをパンフレットにさせる．
１．調理した食べものを覆っておく．
２．果物を洗って食べる．
３．（記述なし）．
－おこりうる病気とその予防方法を知ることができる表を準備する．
－衛生的に生活するために私たちが守るべき習慣について話し合わせる．
例）＊食べものを調理するときに頭や鼻を手で触らない
＊手拭用布巾を使用する．
－病気を予防する標語を書かせる．それらをボードに貼り校庭に展示する．その後，特に気をつけるべき手本
となる標語のいくつかを教室に貼る．
4４目標
食べものを調理する様々な方法を体験する．
下位目標
＊身近にあって簡単に調達できる葉菜の種類を挙げる．
＊家の庭で得られる食材の重要性を知り，栽培することができるようになる．
＊食べものを調理する様々な方法を説明する．
＊１つの食品を用いた様々な調理法を知り，試してみる．
＊食材の栄養成分を壊さないように調理する必要を知る．
＊食用になる植物を栽培する．
教授方法
一自分の身の回りで簡単に調達できる葉菜，野菜類，イモ類を教室に持参させる．
－持参きせた食材に関して生徒に説明させる．
－お店で買う食材よりも，家の庭から得られる食材のほうが重要であることを示す．
－持参させた食材を種類別に分けさせる．
_そのなかの１つの種類について調理する様々な方法を生徒と話し合い，黒板に書き出す．
例）
－その後，１つの種類を選んで生徒に調理の経験をさせる．
例）葉菜の種類
☆教室で生徒をいくつかのグループに分け，選んだ葉菜をいくつかの方法で料理するよう，各グループ
に指示する（大人の手伝いが必要な場合は大人を動員する.）
食材の種類 調理方法菜葉Ｌ
２
３
４
サラダ，メッルン 油を使う，おかず．
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☆食べものを正しい方法できれいにすることや自分を清潔な状態にすることについてアドバイスを与え
る．
－料理を作り終わった後，その場所と道具を掃除させる．
－作った食べものを試食させる
－野菜と葉菜を長時間火に通すことや野菜や葉菜を切ってから洗うことで栄養が減ってしまうことを知らせ，
野菜や葉菜類を生で食べることや短時間火を通すことの大切さを生徒に教える．
（道具や設備が少ない学校は，これに関して適した方法を選択して用いる.）
－食材を長時間煮ることで栄養成分が壊れてしまうことを表現する劇を行う．（人形やお面を使うことをアド
バイスする）
－話し合いをしながら，野菜，果物，葉菜の名前を挙げながら，手拍子をつけて行う．
例）Ｌウェタコルワンバトゥを植えるのは，の最初の文字にふしを付けて行う．
１２３４１２３４
ウェタコルトヘチマ）ワンバトゥ（＝ナス）
葉菜の種類一ゴトゥコラ，カンクン
1２３４
ゴ トゥコラ（葉菜の名前）
ガン（ダ（＝田舎に）
ワワムダ（＝植えようか） エ
１１｛〃エ古／ イ
２
ン
ラ
デ
エ
ｎ
ｏ
〃
／
、
／
“
１
４
ン
ル
ン
(＝クウシンサイ）
(＝野菜）
(＝多めに）
この活動を，
ｌ
ウェ
ゴ
文字４つから２つにする方法を２つ採用することもできる節を１番目の文字におくようにする．
２３４１２３４
夕コルワンバトゥ
トゥコラカンクン
このように適切な野菜や葉菜を使って，
１２３
ケキリ（＝ウリ）
文字３つの方法でもさせる
１２３
ダン（ラ（＝シカクマメ）
一文字３つの野菜や葉菜も手拍子をつけて行わせる．
－そのほかの楽器でリズムをつけて行わせる
推測できる．表７の４年生の「４２」で食品群の分類と
して示きれていた，「主食」は「3色食品群」の黄群，
豆，肉，魚，干し魚，卵などは赤群，葉菜や野菜とデ
ザート注26)は緑群に相当するからである．
また，「４１」では，食物を，栄養にもとづいた分類
の他に入手法によっても分類させ，特に「栽培」へ
の関心を高めようとしているように思われる
教授方法に学んだことをポスターで表現きせるとあ
ることから，ここでも創作活動を行うことによって生
徒らの学びをより確実なものにしようとしていると推
測できる．
「４２」では，食物を衛生的な状態に保つことの重要
性と必要性を学ばせようとしている．３年生では食物
の腐敗について取り上げていたが，ここではその学習
を発展させ，食品を衛生的な状態に保つための取り扱
い方，食品を扱う人や場所や道具を衛生的な状態に保
つ方法などが取り上げられている．
衛生的な身づくろいとしてエプロンの着用が推奨さ
れ，着なくなったワンピースや上着を利用したエプロ
ンの縫い方，調理時の手拭い用布巾を作ることが示さ
れているしかしこれは提示きれているだけで，授
業で実際に縫うことはないと推測できるそれは，筆
者らが学校訪問した際，家庭科室注271に見かけた足踏
みミシンはｌ～２台であったこと，一般家庭を訪問し
た際，学校では方法について説明があるだけで，授業
中に実際に作ることはないという聞き取り注28)が得ら
れたからである．
学校で飲食する際やトイレの使用後に石鹸をつけ
て手を洗っているか確認するとある．しかし学校訪
問した経験によると，おやつの時間の飲食の前に，生
１３スリランカにおける食に関する教育
徒たちが手洗いに行ったようには見えなかった何よ
り，斎藤231が報告しているように学校に設置され
ている水道の数が生徒数に比べて非常に少なかった．
これらのことから，これも知識として教えられてはい
るが，実践にはいたっていないと推測できる．
また，ここにも，防虫用カバーを工作させたり，学
習したことを絵で表現させたりするとある
「４３」でも，衛生的でない飲食物をとることで派生
する身体状況と，その予防策など食の衛生に関して学
ばせようとしている．衛生的でない飲食物や，それに
よっておこる病気の内実については示されていない
しかし３年生で腐敗について学んだことから，衛生
的でない飲食物とは，腐敗したりハエやゴキブリなど
によって汚染された飲食物を意味し，食品添加物が不
適切に使用きれたり農薬などによって汚染された食品
は含んでいないと推測できる．
ここに示されている内容は，４年生という発達段階
や，外食文化が未発達24)で，食べものの調理が家庭
内でなされているスリランカの食事情を考えると適
切であるといえるのかもしれない．しかし都市部で
は加工食品や中食の利用を始めとする食の外部化ii:291
が進展しようとしていることや，すべての食材が自家
生産されている訳ではないことを考えると，利益優先
の食の生産に関連して派生するであろう食の問題も扱
う必要があるのではと，筆者らは考えるただしこ
の点に関しては，中等教育レベルにおける食教育１１劃o）
で学んでいる可能性も考えられることから今後の検
討課題であろう．
「４４」では，目標に調理方法についての経験を与え
るとある．教授方法にも自分の身の回りで簡単に調達
できる葉菜，野菜類，イモ類を持参させ，調理の経験
をさせるとある
調理方法というと，筆者らは揚げる，煮る，妙める
などの手法や，サラダ，「メッルン｣，「サンポル｣，
｢ウイヤンジャナヤ（カレー)」のような料理名だと考
える．調理する様々な方法を話し合った結果の板書例
に葉菜の調理方法として「おかず」と記されている
ことから調理方法とは，手法や料理名だけでなく，
｢様々な方法で食べている」ことの確認も意味してい
るのかもしれない．また，これまで何回もふれたよう
に，スリランカの学校の施設設備の現状と，知識注入
型でなされる授業の実態から，学校において調理経験
させている可能性は少ないと，筆者らは考えている．
｢４４」の調理も，「４２」の手洗いと同様に，生徒たち
に学習させたい内容の一つとして教育方針に掲げられ
ているのであろう．つまり，発展途上国であるスリラ
ンカでは，現実的には設備は未整備状態であるものの，
将来的には各学校に家庭科室や，生徒数に対応した水
栓を設置することがめざされているのであろう．
これらのことから，４年生では体内における食物の
3つの働きと，食の衛生に着目して，食品や調理につ
いて学ぶことになっているといえよう．
３）５年生
表８に５年生の目標，下位目標，教授方法を示す．
５年生では，目標として，①自分たちの地域で生産
される農作物の種類について知る，②食品を長期に保
存するための様々な方法を調べ，実験する，③栄養を
損なわずに食ぺものを調理することについて調べる，
の３つが示されている．
「４１」では，自分たちの地域で生産される農産物や
その加工について学ばせようとしている．ここでも，
教授方法として，農作物が植えてある畑や農産加工品
を作る工場の見学など体験的な学習の導入が示され
ている．また，地域で生産される農作物を持参きせ，
それを種類別に分けて，絵入りのカードを作らせたり，
農作物についての歌を歌ったりきせると記されている．
豆を入れる袋やクッションを縫うことも導入されてい
る．
「４２」では，食品の保存方法について学ばせようと
している下位目標を見ると，食品を長期間保存する
ための昔の方法，現代の方法を調べさせ，保存方法の
簡単な方法を実験させ，食品を長期に，かつ安全に保
存することの重要性を理解させようとしている．ここ
でも，学んだことを，劇で表現したり，縫物か編み物
を用いた作品を作ったりすることが示されている．
日本の家庭科の教科書では，小学校では「朝食にあ
うおかずの材料」の１つに「加工食品」があるという
取り扱いで「加工食品はふくろを開けたら生の食品と
|司じあつかいになるよ．すぐに調理するか冷蔵庫や冷
凍庫に入れて保存しよう」と使い方が記され，「食品
を長持ちさせたり，食べやすくしたりするために加工
したもの」が加工食品であると注記されている注25)．
中学校では「食品は，そのまま保存すると，色がか
わったり，乾燥したり，虫がついたり，微生物が繁殖
して腐敗します．食品にさまざまな加工をして，保存
性を高めたり，食べやすく味を良くしたりしたものを
加工食品といいます」と記され，「乾燥させる」例と
して煮干しや千椎茸，「塩づけ・砂糖づけにする」例
として梅干しやジャム，「密封する」例としてびん詰
や缶詰「温度を下げる」例として冷凍食品が図示さ
れている注26).注33）
「４２」には，食品の保存方法の例として日干し，塩
漬け，缶詰や瓶詰めが示されているしかも保存した
ときの食品の重さや色や味の変化を観察させながら，
学ばせようとしている．人類は，地域で収穫した剰余
食物を保存するために様々な加工をほどこすことで食
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表８５年生の目標，下位目標，教授方法
41目標
自分たちの地域で生産きれる農作物の種類について知る．
下位目標
＊自分たちの地域で多く栽培される農作物の種類を調べる．
＊自分たちの地域の農作物から作られる加工品について情報を集める．
＊農作物についての詩や歌を作ったり，集めたりして歌う．
＊工場，農場での活動をリズミカルに身体で表現する．
＊様々な材料を使って創作運動をする．
＊様々な材料を集めて，野菜や果物の作品を作る
＊自分たちの地域で栽培される農作物を使う．
教授方法
一自分たちの地域で栽培される農作物について生徒と一緒に話しあう．様々な農作物の畑を見ることが可能な
らば生徒にその機会を与える．
－自分たちの地域で栽培される農作物についての情報をまとめることができるか確かめる．グループごとに話
し合わせ，表作成の準備をさせる．
以下のようなポイントについて特に注意する．
＊栽培する作物．
＊作物が実る時期．
＊作物の価格．
＊農作物の生産量．
＊販売．
＊市場．
－農作物から加工品をつくる工場，もしくは小さな作業場を見学する．（見学に行く前に，学習内容について
知らせておく）
一教室に帰ってきた後，見学した工場や作業場について報告するためのグループを作る．（自由な形態で報告
させる）
－その発表を通して，農作物の種類，加工品の種類，加工できる場所などをノートに記録きせる．
例）
一自分たちの地域で多く実る農作物を少し教室へ持参させる．
例）イモ類，種実類，果物，野菜など
－集めた農作物を，生徒に種類別に分けさせる．
－種類別に分けたあと，それぞれの種類に関してカードを書く（１人の生徒に１つの種類.）そのカードの説明
に適した絵を裏に書かせる．
－生徒数人にそれを読み上げさせる．
－その後，カードを交換して，教室のみんなに聞こえるように読み上げる時間を設ける．
－地域でとれる農作物を使うことに慣れさせる．
－農作物についての歌を集める．また農作物に関する歌を作って歌わせる．それらを集めて本を作らせる．
－見学した工場や農場について，節をつけ，リズミカルに身体を使って発表させる．楽器を使って音を奏でた
り，詩を朗読させる．
一種実類を入れた豆の袋をいくつか縫わせ，楽しめる活動を行わせる．
－まち針や縫い針の安全な使い方を知ることも含めて，クッションを縫う．
例）トマトの実
クッションの縫い方
農作物の種類 加工品の種類 加工できる場所
●
●
ｃ
●
●
１
２
３
４
５
トマト
果物
ジャム類
濃縮ジュース類
工場，家
工場
1５スリランカにおける食に関する教育
ｌ直径１０センチの円をふたつ，赤い布から切りとる．
２緑色の布からトマトのヘタの部分の葉を切る．５枚の葉が離れないようにくっつけて切りとる
３．赤い布を二枚重ねてまわりを縫い，表にひっくり返して綿をつめる．
４．トマトの葉っぱの形に切りとった２つの布を，綿を詰めたポールに両側から結びつける．トマトの実の
部分が離れないようにきつく縛り付けること．
５．そのあと，持つことができるように緑色の布で厚めに巻くか，折るかして葉っぱのところにつける．
（下手の部分を掴んで持ち運ぶことができるようにする.）
4２目標
食品を長期に保存するための様々な方法を調べ，実験する
下位目標
＊長期間保存することができる食品をリストアップする
＊ある時期にたくさん取れる食品を，とれない時期に有効に使うために保存する方法を知る．
＊食品を長期間保存することができる昔の方法を調べる．
＊食品を長期間保存することができる現代の方法を調べる．
＊食品を長期間保存する簡単な方法を実験してみる．
＊食品を無駄にせず，安全に保管することができるようになる．
＊食品を長期間保存する方法の重要性を表現する劇を発表する．
＊創作に適した人形やお面を使う．
＊縫い物か編み物を用いた様々な作品を作る．
＊長期間保存することができる食品について，商品の宣伝を書き，描く．
＊食品を栽培することができるようになる．
＊器を飾るいくつかの方法を知る．
教授方法
一自分たちの地域で調達することが容易で，長期間保存するために天日で乾燥したもの（ジャックフルーツ，
パンの木の実，魚など）を教室に持ちよらせるそれらの食品を見せながら，他にもこのような方法で長期
間保存できる食品は何かを生徒から聞き，黒板に書く．
例）ジャックフルーツ，パンの木の実，ライムなど
－その後，それぞれの食品がどのような方法によって保存されるかを書き出し右側の欄を完成させる．
例）ジャックフルーツ：日干し
パンの木の実：日干し．
ライム：塩漬け．
ビリン（木の実の一種）：塩漬け．
果物：保存料とともに缶詰，瓶詰
一地域にたくさんとれる食品を教室に持ち寄る．
その食品を長期保存できる方法を1つか２つグループで実験する．
例）
－食品を長期保存したとき，それらの食品の重さ，色，味の変化について実践しながら知る機会を与える．
－同じように，食品を長期保存する方法を用いることで，経済的な効果があることを説明する．
－食品を長期保存する方法の重要性を表現する劇を作り発表させる．（お面や人形などクラスで作成したもの
をつけて演じる．「私たちは友達」など生徒たちが好きな題名をつけられるようにする.）
一長期保存ができるようにしてある食品について，宣伝をするのに適した広告やポスター，ラベルを描いて作
らせる．
－食卓にかける飾り布を縫わせる，またはマットをデザインに従って編んだり結んだりさせる．（60cm四方の
布を縫って簡単なテーブルカバーを作るまたは紙，細く切った紙，布きれ，ヤシの葉などを使って編んだ
り折ったりする作業を手伝わさせる.）
例）（記述なし）
-縫ったり，編んだり，折り終わったりしたテーブルカバーの４辺を仕上げさせる
例）細い布を使ってくるんで縫う．
種類 長期保存の方法
ライム 塩漬けにする
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－グループで学校の庭を使って，もしくは個人で自分の家の庭を使って，野菜，果物，穀物を栽培させる．
（場所がない場合にはプランターや鉢を使わせる）
4３目標
栄養を損なわずに食べものを調理することについて調べる
下位目標
＊食べものを調理するときに栄養成分を保つために注意することを説明する．
＊生で食べられる食材を調べ，得られる利点をリストアップする．
＊栄養成分を保ちながら，食べものを調理する．
＊身体の成長や健康を保つために栄養のある食べものをとることができるようになる．
＊簡単な実験をしてその結果をレポートする．
＊食べものを清潔に調理することができるようになる．
＊農作物を栽培することができるようになる．
＊食物についての唄を太鼓で演奏する．
＊様々な方法で作品を作る
教授方法
一栄養成分を損失しないで調理する方法について大人から話を聞く．
－教室に帰ってきたあと，集めた情報について話し合いをさせる．下記のようなポイントに注意する．
＊栄養成分を損失しないように調理するときの留意点
＊生で食べられる食べものである野菜，果物，飲み物，葉菜．
＊煮るときや切って洗うときの栄養成分の変化について
＊食べものを生で食べるとき，良く洗う必要があること．
＊飲食物を生でとることで得られる利点．
＊話し合いをするポイントを以下のようにまとめて黒板に書く．
例）
-栄養のある食べものは空腹を満たすためだけにとるのではなく身体の成長を促し，健康を保つために必要
であることを教える．
－食材を切って洗うときや煮るときにおこる栄養成分の変化について調べ，教室で以下のような活動をさせる．
例）ビート（砂糖大根）を切って煮る，切らずに煮る
葉菜を切って洗う，切らずに洗う．
オクラを切って洗う，切らずに洗う．
－グループごとに簡単な実験をし，わかったことについて報告させる．
一食べものの栄養成分が，洗い過ぎることで流出することと，煮過ぎることで失われることを説明する．
-調理に熟練した人を教室に呼び，上記のような点に関して情報を得る機会を与える．
一栄養成分を保つように注意しながら，教室で食べものか飲み物を作る経験を与える．
例）ネッリ，みかん，ライムなどの飲み物を作る．
生の野菜サラダ
生の果物サラダ
ー調理した食べものや飲み物をテーブルに飾る展示会をおこない，評価し食べる．（テーブルの上を飾る方法，
守るべき健康習慣，食べものをとる慣習などを説明するそれを守るようにアドバイスする．
－果物や野菜について詩や歌を集め，または作り，歌わせる．
－着ぐるみをつけて劇を行わせる．
例）ビート（砂糖大根）とトマトの問答（人形やお面を用いる.）
－食品に関する歌を，太鼓にあわせて手拍子をとり，演奏しながら歌わせる注3'）
例）トゥントゥンバゲデイトゥナイトゥナイイハラガヘットウイドウヌジャンプ
ティッタケキリトウナイトウナイ パハラガヘットゥイドゥヌジャンプ
食べものの種類 調理の方法と使い方 得られる効果
Ｌ野菜類
2．飲み物類
3．果物類
1７
スリランカにおける食に関する教育
トゥントゥンバゲデ
イトゥナタカバ＞ ｲハラ力､ヘットゥパハラ力､ヘットゥ
ティッタケキリデ力
ポクルポクルイドゥヌジャンプ
タカパン
－身体の丈夫さと安全．成長にと
って食べものが重要であることを説明する果物や野菜を家で栽培する必要
性を説明する
-壁面装飾を様々な色の布や紙Ⅲ藤などに丈夫な糸を縛り付けてデザインにそって作らせる
必要な材料）Ａｌ５ｃｍｘｌ５ｃｍの紙１枚,
ＢＺＯｃｍｘｌ５ｃｍの紙１枚．
Ｃｌ5ｃｍ×15ｃｍのブリストルポード厚紙１枚．
のりか接着剤．
A，Ｂの紙に
作り方）－
1ｃｍの幅に切り目を入れておく．
こ交互に以下の要領でマットを編むようにする
Ａの裂け目Ｉ
－ＡとＢの合わさった部分（編んだ部分）を厚紙に貼り付ける
－ＡとＢを編んで．厚紙に貼る紙で平紐をつくりまわりを囲むように貼り付ける下部に細く
切った紙を貼る編んである部分の真ん中に果物の絵を貼り付ける上部の両端に紐をつける
－編んだ部位のまわり に濃い色の紙ひもで縁取りをする
-編んである部分の下に裂いた切れ端をさらに２つに裂くように切る
-編んだ部分の真ん中に果物や他の絵を切りとって貼る
－上部に穴を二つあけ作品を吊せるようにひもを付ける
科を確保する工夫をこらしてきた．日干し塩漬けは
保存の原型ともいうべき方法であるしたがって，ス
リランカでは，保存を原点から．いわば人類の知恵や
工夫の足跡として取り上げようとしているといえる
しかし何回もふれたように，スリランカでは知識注
入型の授業展開が一般的で，施設設備の整備が不十分
であることから，実際の授業では，保存の原型やその
原理を知識として生徒に提示している可能性が高い
また，保存例として果物に「保存料とともに缶詰
瓶詰」とあるこの保存料は，浸透圧を利用して保存
する際に用いる砂糖や塩や食酢などでなく，食品の腐
敗や変敗の原因となる微生物の増殖を抑制し保存性
を高める食品添力[|物性3小を意味しているという．瓶詰
や缶詰は脱気して真空状態に保つことで保存性を高め
る加工食品であるスリランカでは瓶詰や缶詰の空間
を密封状態に保つ技術が未発達であるため．あるいは
熱帯地方であるため，食品の保存性を高めるために添
加物の保存量が加えられているのかもしれないしか
し食品添加物の概念について全く触れずにいきな
り添加物を使った保存の例として生徒らに示すのは，
系統性という観点で考えると，疑問を抱く
日本では､保存に関して先に示したように．小学
6年と中学校1年で学ぶ．表６の「４２」は，５年生の
内容であることを考えると，スリランカの子どもたち
の方が保存に関しては高度な内容を学んでいるといえ
よう．
「４３」では栄養成分の損失という観点で調理につい
て学ばせようとしている栄養素名は記されていない
が教授方法に「煮るときや切って洗うときの栄養成
ｑＪｆﾖ
写真６ライムの塩漬の瓶詰征32）
於：中央ﾅﾄ|キャンディ県，州政府立Mahanama校
（2007年７月．筆者撮影）
分」とか「食べものの栄養成分が洗い過ぎることで流
失することと煮過ぎることで失われること」とあるこ
とからビタミンＣに着目した学習と推測できる
｢食材を切って洗うときや煮るときにおこる栄養成分
の変化」を実験するとあるが，栄養成分の変化を直接
に生徒が観察できるとは思われない具体的にどのよ
うな現象を観察させることを意味しているか筆者ら
には不明である
また，ここでも，教授活動に，果物や野菜について
の歌や詩を集めたり作ったり歌ったり，劇をしたり，
壁面装飾を作成する活動が奨励されている
これらのことから５年生では地域の農産物に目を
向けさせ、それらの保存や加工と，栄養成分を損失し
ないという観点で調理について学ぶことになっている
といえよう．
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以上,３～５年生の食教育の目標，下位目標，教授活
動を紹介し，若干の考察を行った．
それらの目標，下位目標，教授活動から，「環境関
連活動」の教師用ガイドブックは，学問の成果を系統
的に学ぶというより，生徒の日常的な生活経験に即し
て様々なことを総合的に学ぶ生活単元学習として提示
されているといえる．
「環境関連活動」の食教育を食物学という学問の系
統で見た場合，どのような分野が取り扱われているの
であろうか．生活単元学習として組み立てられている
｢環境関連活動」の内容を学問分野という視点で検討
するのは，無理があるとは思うが，あえて食物学とい
う学問の系統に照らし合わせて検討したい学問の系
統で見た場合，食物学は食品学，栄養学，調理学，食
品衛生学，食糧経済学，食生態学，食文化論，食物史
など多くの分野で構成されている27)．ここでは，それ
らを，食品，栄養，調理，衛生，その他に区分して検
討する．その結果を，表９に示した
表９から，「環境関連活動」は，食物学という学問
分野を学年の進行とともに系統的に学ぶように設計ざ
れているとは言い難い．しかし，スリランカにおける
人々の食生活がより向上することを願って，生徒たち
に食教育がなされていることはうかがえる．現時点で，
筆者らがスリランカの食生活の実態を統計的に正確に
把握しているとは言えない．しかし動物性食品の摂
取が少なく，主食である米をたっぷりと食し，かつ甘
い紅茶を多飲していると思われることから，炭水化物
エネルギー比の高い食事を摂取していると推測できる．
7時半からの朝の会に間に合うように登校するので，
朝食をきちんと食べてこない生徒も多いであろう．熱
帯で食物が腐敗しやすく，害虫が多いにもかかわらず，
台所などに保冷や防虫の設備が整っている家庭は少な
いと思われるし，水道が普及していない地域もある．
そのような状況で，様々な食品を組み合わせて，しか
も衛生的に食べることが体の成長を促し健康を保つ上
で重要かつ必要であることを，何回も繰り返して学ば
せようとしているからである．
食品の仲間分けが,１～４年生で何回も出現している．
日本でも，食品のグループ分けについて先の３色食品
群のほかに，「魚や肉など動物のグループと野菜や果
表９「環境関連活動」における食教育の構成
学年 食品 栄養 調理 衛生 その他
１ 様々な食べものと飲
み物の名称，食品の
仲間分け（動物性と
植物性),飲みものと
しての水,主食の米．
可食の植物．
体の成長と食事，食事
の種類（朝食・昼食．
夕食)，朝食の重要性
調理方法，米から飯へ
の変化，果物の ￣
ス，サラダ作りの提
ﾌ]て．
調理や喫食における
衛生，台所の衛生．歯
の働きと歯磨き，手洗
いの重要性．
食事作法,食事作りへの
参加，栽培．
２ 炭水化物を多く含む
食品(米粉･小麦粉）
の加熱による変化
食品の仲間分け（炭
水化物性の食品，動
物性，植物|生)．
動物性と植物性の食
品を組み合わせて摂
取することの重要性，
体の成長と健康，葉菜
を摂取することの重
要,性．
生食と栄養，保護者に
よるおやつ作り．
病気にならない生活パ
ターン,きちんとした食
事時間．
３ 主食，主食と一緒に
食べるもの，食品に
含まれる栄養．
食事の種類（朝食，昼
食，夕食)，栄養的に
バランスのとれた食
事，食品の鮮度と栄
養．
調味臨や砂糖の量と
味)．調理実習（ピタ
ミンの豊富なジュー
ス)．
食物の傷みの判別法
(悪臭，ねばり，色の
変化，虫がわく，カビ
の発生），傷んだ食物
と健康．
食習'償と作法(食前･食
事中・食後），テーブノレ
セッティング．
４ 食品の仲間分け（体
内における働き，入
手法）
体内における食物の
３つの働き，その働き
を満たす食事の大切
さ．
栄養成分を損失しな
い調理方法（生食，短
時間の加熱)，調理時
の清潔な身支度（エプ
ロンの着用，手拭用の
布巾)，衛生的な調理
方法．
食物・台所・調理器具
の衛生状態を保持す
る方法，不衛生な食物
でおこる病気とその
予防法．害虫よけの力
バー作り．
適切な時間に食事をと
る重要性．食物の入手
法，栽培
５ 地域の農産物の加
工，昔と今の食品の
保存方法，加工（日
干し,塩漬け,缶詰・
瓶詰),保存実習とそ
の経過観察．
を促し，健康
事の実践．
調理と栄養成分の損
失（洗浄，加熱)，生
食の利点，栄養成分を
保持する調理，調理実
習（サラダやジュー
ス）
食と衛生，衛生的な調
理．
地域の農産物(種類,価
格，生産量，流通）
加工場の見学,テーブル
セッティング,野菜･果
物・穀物等の栽培．
l傷
スリランカにおける食に関する教育
れていることから。他の課においても食教育が扱われ
ている可能性がある．今後の検討課題であろう．
物など植物のグループに分けたり，あるいは生と加熱
したものとのグループに分けたり，魚や海藻などいわ
ゆる「海のもの」と肉や野菜など「山のもの」に分け
たりしてみることが考えられる」と小学校「家庭」
の「解説」に記されている麺食品の仲間分けの学習
をスリランカではｌ～４年生で繰り返すことで。様々
な食品を組み合わせて食べることの大切さを学ばせよ
うとしているのであろう．しかし，その仲間分けがど
のような視点で配列されているのかは不明である．
栄養素に関し，炭水化物とビタミンのみが出現して
いた．日本では，栄養に関して，以前の学習指導要領
では．小学校で５大栄養素名はもちろん，無機質やビ
タミンのいくつかの名称，それらの各栄養素の体内に
おける働きが，内容の１つとして明示きれていた"１．
現行で。５大栄養素に関するそれらの基礎的事項は中
学校で学習することになったが301.2008年３月に発表
された新しい学習指導要領では。再び５大栄養素名と
体内におけるそれぞれの働き力歎I､学校の内容に加えら
れている31;・小学校で栄養素名とその働きについて。
日本では若干の変更はあるものの取り扱われているが，
スリランカでは取り扱われていないといえる．スリラ
ンカの「環境関連活動」では。生徒の日常の生活場面
から題材を選び，総合的に授業を展開することが推奨
されているので．栄養素名やその働きのように，生徒
が具体的に実感できない内容は扱われていないと思わ
れる．小学校でめざすべきは様々な食品を組み合わせ
て食べることの大切さを認識しそのことを日常の生
活場面で実践化することであると考えるとスリラン
カの「環境関連活動」について検討した筆者らとして
は，日本の小学校「家庭」で栄養素名やその働きを学
ぶことに関して疑問を感じる．
しかしながら。スリランカの「環境関連活動」では
同じような内容が繰り返し扱われ，必ずしも易しい内
容から難しい内容へと系統的に配列されているとは思
われない．例えば先に述べたように食品の仲間分け
や，調理と栄養成分の関係がいくつもの学年で取り扱
われていたり。食品添加物の概念にはふれずに，食品
の保存例の１つに添加物を使用した缶詰瓶詰がしめ
されているからである．学んだことを生活場面で実践
化できる力をつけるために．繰り返して学ぶことは必
要である．同時に，限られた時数でより授業効果をあ
げることも重要である．生活単元学習の形態をとりな
がら。学問の系統,性を勘案しつつ内容を精選すること
が求められるであろう．
なお，筆者らは。「環境関連活動」において食教育
は７課及び４課で扱われていることを目次から推測し
た．しかしキーステージ２と３の４課に。例えば４
年生でエプロンの．５年生でクッションの製作が含ま
3．要約
前報に続いて，小学校３－５年生に課せられている
｢環境関連活動」の教師用ガイドブック（シンハラ語）
の目次と食に関する学習を扱っていると思われる４課
を分析しスリランカの小学校における食に関する教
育の実状を検討した．
その結果．「環境関連活動」における食に関する教
育は生徒たちの生活次元に即して単元が構成され。歌
や劇や絵で学習内容を表現したり，あるいは布を使っ
て製作したりして生徒たちが楽しく授業に参加できる
ように組み立てられていた
学習内容としては，１．２年朱と同様に，栄養，食品↑
調理，食品衛生などに関する様々な生活事象が取り上
げられていた．それらの学習が，生徒の身の回りから
次第に地域へ目を向けさせながら展開されるように組
み立てられていたまた．３～５年生でも１．２年生と
同様に理論だけでなく実物にあたって体験的，具体
的に学ぶ教授方法が推奨きれていた．しかしスリラ
ンカの教育の実状を勘案した場合,体験的なあるいは
具体的な学習がどれくらい。またどのように行われて
いるか明らかにするまでには至らなかった．今後の検
討課題であろう．
また」～３年を通してみた場合。同じような内容が
数学年で扱われるなど繰り返しが多く，しかもその難
易度が必ずしも学年進行に即していないように思われ
た．スリランカにおける教育改革の課題といえよう．
本研究は,2006～2008年度科学研究費補助金基礁研
究（Ｂ）（課題番号18330204）によって行われた研究
の一部である．
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注
I）２００６年９月及び２００７年８月にペラデニヤ大学人文
学部教育学科講堂において。第１回及び第２回イ
ンクルーシブ教育をめざす教員養成スリランカー
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ないインデイカ種であることと，その調理法のた
めである．米を煮ながら途中で上に浮いたネバネ
バを捨てるのだ」とある（PllO）この炊き方
を後掲参考文献８）で中尾は「湯取り法」と命名
し、「湯取り法と，後期炊干し法が両立している
地域には．セイロン，ビルマ，タイなどがインド
とともにでてくる（ｐ23)」と記しているまた，
筆者の桑畑が２００６年に訪問した一般家庭でも．
写真７のように，アルミ製のなべに軽いふたをし
て加熱し沸騰したら湯をすくい出していたよう
に記憶している近年‘都市では電気炊飯器を使
う家も多い．
日本研究会議（TbacherTrainingTbwardslnclusive
Education：SriLanka-JapanResearchConferenＣｅ）
を開催しているまた，２００７年７月にダルガタウ
ン教員養成カレッジ．スリー・パーダ教育養成カ
レッジ，及び中央ﾅﾄ|ヌワラエリヤ県ハットン教育
事務所開催の特殊教育教員研修の場で，筆者のう
ち古田と桑畑がそれぞれ日本における特別支援
教育を専門としない学生対象の授業実践及び食教
育の中でのインクルーシブ教育の実践について報
告し，参加者と意見交換を行っている
Z）スリランカでは，１．２年生をキーステージＬ３
・４年生をキーステージ２．５年生をキーステージ
３と区分している
3）後掲参考文献７）に「道徳のほかに宗教を加える
ときは，宗教の授業時数をもってこの表の道徳の
授業時数の一部に代えることができる」とある
4）表５の］・２年生の部分には前報と若干異なる部
分がある」～５年生を通して再度点検をした結果
が表５である以下の報告では表５の訳を用いる
5）表４のシンハラ語では，１年生と２年生の７課の
最後の文字が異なっているシンハラ語の表記ミ
スである翻訳を担当した加藤によると．教師用
ガイドブックには，この個所に限らず，いくつか
の表記ミスがあるという．途上国であるスリラン
カの教育状況を示唆する－つの現象といえるだろ
う
6）後述するが４年生の「４４」の内容に「草」の例
として「ゴトゥコラ」や「カンクン」が示され，
それらの食材をサラダやメッルンに調理すると記
されていることから，前報で「草」と訳していた
シンハラ語は「葉菜」を意味していると判断した
7）本報では朝食，昼食，夕食，それに「おやつ」
を総括した概念として，「食事」という語句を用
いている前報で述べたように，初等教育では
１１：００～１１：３０に「おやつ」の時間が設定され，
そこで子どもたちは軽食をとっていること，後掲
参考文献10）によると午前１０時及び午後３時
から４時ごろにお茶を飲み，夕食前の夕方にもお
茶を飲み‘おやつを食べるとあり，午前１０時，
午後３時から４時ごろにお茶については後掲参考
文献１４）にも記されていること，スリランカで
は紅茶に砂糖やミルクがたっぷりと使われている
ことから．「おやつ」も含めた概念とした
8）調理・加工されたものを総括した概念として，
「食べもの」を用いている
9）調理・加工きれる前の状態の食材と食べもの
を総括した概念として，「食物」を用いている
１０）上記の４つの目標が「4」」「4.2」「４３」「４４」と
して示されている以下では､その目標ごとに示
されている記述内容を，それぞれ単元ととらえ
「4」」「４２｣，「4.3」「４４」と略して示す．
11）表６－８における（）は著者の補いである
12）後掲参考文献10）のに「パサパサしているとい
う印象を受けるがこれは米の種類が粘り気の少
写真７－股家庭での炊飯
（2006年９月，筆者搬影）
青年海外協力隊としてスリランカで障害児療育
を支援してきた森原美保氏は「(カレーという食
べ物は)，ここ（＝手）でⅢねることによって］
回目の咀噛をしている（スリランカでは)，ここ
で咀噌をして，唇に絶対つけるなって言われて，
舌の方にのせて飲み込むと辛くないだから，味
わうというよりも飲み込む」と語っていた
(2007年３月熊本大学教育学部における聞き取り）
後掲参考文献９）に，シンハラの人々にとって
curryは英語で，これをシンハラ語に訳せば
｢ウイヤンジヤナヤ」「マールワ」「ホッダ」でⅢ
より詳しく言うと「タルバドゥ（スパイス）を入
れて煮た料理」と記されている（ｐ84）日本で
様々な食材を砂糖や醤油で調味して煮物にするよ
うに‘スリランカでは様々な食材をココナッツミ
ルクや塩，それにいろいろなスパイスで調味して
煮物にされていると．筆者はとらえているそれ
らのすべての煮物にターメリックが用いられると
は限らないので，必ずしも色は黄色くないしか
し．「ミリス（唐辛子)」がほとんどの煮物に用い
られるので，ピリ辛感を強く感じ，カレーと思っ
てしまうのである本論文でのカレーは，「タル
バドゥ（スパイス）を入れて煮た料理」を意味し
ている
米粉を水とココナッツミルクで溶いて，それを
小型の中華鍋状の専用鍋でクレープより薄く焼い
１３）
'４）
'５）
スリランカにおける食に関する教育
2１
て作るなお，後掲参考文献９）１０）１４）１５）で
は米粉とあるが（それそ､れ，ｐ84-85,p」１０，ｐ,62,
p８８)､高桑史子（2004）「スリランカ海村社会の
女性たち（八千代出版）では「米と雑穀の粉」
(P319）と記されているまた後掲参考文献９）
lo）では「焼く前に一晩発酵させる」とある
でもない限り，おかずは2,3品程度であるＪとあ
る
２１）教師用のガイドブックの作製はNationallnstituに
ｏｆEducation（国立教育研修研究所）が担当してい
る
２２）スリランカでは海藻の食習慣はない．
２３）電気の普及率は804％である冷蔵庫の普及率に
関する正確なデータは示せないが家庭訪問や学
校訪問の経験から冷蔵庫の普及率は低く，保有し
ていても曰本のように大型とは思えないので，あ
らゆる食品が低温で保存されているとは考えられ
にくい
なお，電気の普及率に関しては下記の「スリラ
ンカ政府統計局ｗｅｂサイト」による
【http://wwws[atisticsgov｣k/HIES/HIES％202007/Ho‐
using％20characteristicspdfHouseholdlncomeand
ExpenditureSurvey-2006/07,DepartmemofCensus
andStatistics,SIiLankal
24）４年生と５年生の原本には，章に数字が付いてい
なかったので,表７と８では目標ごとに「４１」
「4.2」などを筆者らが付けた．また，学年によっ
て＊や☆の印が異なっているが，これは原本（シ
ンハラ語）のままで示してある
25）後述するように，現行と２００８年３月に発表され
た学習指導要領で，栄養素名の取扱いに関しては
差異があるが，主に含まれる栄養素によって食品
を３つのグループに分けることに関しては差異は
ない．
26）表６の「４１」で示されている果物は．日本の果
物に比べいずれも糖分が多くて甘いことと，ビタ
ミンＡやＣの含量が少ないことから黄群にしたほ
うが適切かもしれない
27）筆者が2006年９月に訪問した中央州マータレ県、
lNl政府立Wijieyapala校の家庭科室の設備として
は，図］のように1台のガスコンロ（プロパン)，
1台のオーブン，1つの流し，１台の足踏みミシン，
２台のベッドのみであった．なお，部屋の広さは，
日本の通常学級と同じ程度であった
28）2006年９月の時点で１５歳（女）「手芸が大好き」
と次頁の作品を見せてくれた．写真１０の手芸
は‘自宅のミシンを使って作ったと聞いたミシ
ンの使い方は母親から習ったとのこと，学校では
作り方に関する説明はあったが実際に縫ったり
作ったりすることはなかったと語っていた．なお
母親は小学校教諭．訪問当日彼女が着ていた服も，
母の手作りだった（2006年７月）
29）前掲注１５）の「スリランカ海村社会の女性たち」
（Ｐ319）に，「アツパー」や「インデイーアッ
パー」に関して「以前は自宅で粉を挽く段階から
作っていたが今は出来合いの市販品を購入する
家が多いＪとある
30）2007年７月にスリランカ教育省を訪問し家庭科
担当部長のBSCPerera女史に聞き取りをした
その結果，家庭科教育は中等教育では６～９年生
写真８市販の「アッパー」
（2007年７月筆者搬影）
写真９
スーパーマーケット横の「アッパー」屋
於：中央１１１キャンディ県
（2007年７月．筆者搬影）
16）米粉を湯で練り，筒に入れて麺状に押し出し
蒸篭で蒸して作る
17）雑穀の粉で作ったビスケット状のパン，あるい
は何も入っていないお好み焼き状の食べもの後
掲参考文献１０）で「小麦やとうもろこし，ヒエ
の粉（p」１０)」「とうもろこしの粉」（ｐ236)‘１５）
で「クラッカン（シコクビエの粉)」（Ｐ52）で作
ると記している
18）前報で述べたように，スリランカのカレーは．
日本の「副菜」というより「副副菜」に近い大
盛りの飯に，様々なカレーをちょっぴりのせて,
それを飯と混ぜて食するだから「４２」の下位
●●●●■●■●
目標の３つ目に「主な主食と‘一緒に混ぜて食べ
●●●
るもの」と記載されていると思われる．
19）削ったココナッツの胚乳部砕いたドライフィ
シュ,細かく刻んだ赤玉葱や唐辛子を，塩とライ
ムで味付けして作る飯や「インディーアッ
パー」に少々ふりかけて，あるいは「アッパー」
に包んで食べる．
２０）後掲参考文献の10）の１１２頁に「一般家庭では客
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側できる
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l）NationallnstituteofEduca[ioｎ（2002昨Curiculum
andTCacher,sGuide：Ｇｒａｄｅｌ（シンハラ語）ｐ９９－
１４９，
２）NationalInstituteofEducation（2002）息CulTiculum
andTbacher，sGuide：Grade2（シンハラ語）120-
185.
3）Nationa]InstituteofEducation（2002）：Curriculum
andTbacher,sGuide:Grade3（シンハラ語）ｐ３９－
１０３．
４）NationalInstituteofEducation（2002）：Cuniculum
andTbachcr'sGuideGrade4(シンハラ語）p47-ll8
5）NationallnstitutcofEducation（2002）：Ｃｕ汀iculum
andTbacher,sGuide：Grade5（シンハラ語）Ｐ６０－
１８３．
６）桑畑美沙子,古田弘子，プラサードセートウ
ンガ（2007）スリランカにおける食に関する教育
一小学校１．２年生の「環境関連活動」－熊本大学
教育学部紀要．第５６号，人文科学，pl21-l30
7）文部省（1999）小学校学習指導要領解説家庭
編．ｐ74,開隆堂出版，東京．
8）中尾佐助（1972）料理の起源．p22-24日本放
送出版協会，東京．
9）野口忠司（1995）スリランカ．ｐ42，三修社，東
京．
10）杉本良雄（1998）スリランカｐ」12,河出書房
新社，東京．
11）森枝卓士（1998）手で食べる？．ｐ1-40,福音館
書店．東京．
１２）前掲書９）のｐ､87,plO2
13）前掲書10）のplO8，ｐ」10
14）渋谷利雄（2003）スリランカ_人々の暮らしを
訪ねてｐ８３，段々社，東京．
15）岩瀬幸代（2005）緑の島スリランカのアーユ
ルヴェーダ．ｐ86,晶文社，東京．
16）前掲書10）のｐ」1
17）前掲書12）のｐ87
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